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就学前の幼児がスムーズに小学校生活や学習に適応できるようにするとともに、幼児期の学びを

小学校教育につなげるために作成する５歳児後半のカリキュラムのことです。本市では、実施期間

を５歳児の１月～３月としています。

なお、小学校のカリキュラムの先取りをするものではなく、就学前までの幼児期にふさわしいも

のにすることが大切です。

また、アプローチカリキュラムの実施期間を、５歳児の１月～３月としたのは、幼児の発達とし

て、特に「人間関係が深まり、学び合いが可能となる時期」であり、具体的には、「友達とともに

探究する、興味、関心が深まる、自分に気付く、小学校への期待が膨らむ」などの姿が見られるよ

うな時期であるためです。

（１）教科などの学習を中心とした小学校生活への見通しをもち、子どもの「育ち」と「学び」

をつなぎます。

（２）遊びを通して、学ぶ意欲や学習態度の基礎となる好奇心、探究心を培っていきます。

（１）各保育所、幼稚園、認定こども園で作成されている指導計画の形式をそのまま使用されて

も構いません。

（２）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の内容は、特に新しいことではなく、これまでの

５領域に含まれる内容です。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に①～⑩までの番号

を付けることで、１月～３月までの間で、１０の姿がどの程度、指導計画の中に取り入れ

られたかを把握することができます。

※P２０にアプローチカリキュラムの例を掲載していますので、参考にしてください。

幼児期の教育においては、小学校の学びの基盤となる経験を、幼児の実態に合わせて経験させ

ることが、小学校への円滑な接続につながります。各保育所等において、アプローチカリキュラ

ムを編成・作成する際にポイントとなる点を、以下のとおり示しました。

第３章 アプローチカリキュラムについて

１ アプローチカリキュラムとは

２ アプローチカリキュラムのねらい

３ アプローチカリキュラム編成の手順

教育及び保育目標である５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）は維持しながら、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」（P5～P６参照）の１０の視点を盛り込み、就学前に取

り組みたい活動や必要な環境を工夫していきます。

４ アプローチカリキュラム作成上のポイント（配慮と工夫）
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（１）１日の時間の工夫

① 活動への見通しをもつ

登降園時の活動や当番活動、昼食時の準備、片付けなど、１日の生活の流れが分かり、一

つ一つの活動に見通しと期待をもって取り組めるようにします。

また、活動の切り替わりとともに、気持ちも切り替えられるよう支援します。

② 時間を意識した生活をする

カレンダーや模型の時計を活用し、月、日、曜日、時間の流れ、数字や文字に対する興味・

関心を高めます。

（２）活動の工夫

① 戸外で体を動かす

運動会などをきっかけに、外で体を動かす気持ちのよさや楽しさ、心地よさを味わうこ

とができるようにします。併せて、大勢の友達と約束やきまりのある遊びを行い、その楽

しさを経験できるようにします。

② 友達と一緒に遊ぶ

就学時健康診断を境に小学校就学に向け、自分の思っていることを相手に伝えたり、相

手の思っていることに気付いたりしながら、何事にも意欲的に取り組むようになります。

そのような経験を通して、自己を発揮する姿や自己抑制する姿を支援します。

また、友達と目的を共有し役割を分担して一緒に遊ぶことを通して、充実感や達成感を

味わい、意欲的に生活できるようにします。

③ 自然の中で心を動かす出来事にふれる

季節ごとの自然の素材やその性質、自然現象、物の仕組みなどを遊びに生かすことがで

きるようにします。

④ 興味・関心をもったものに取り組む

友達と一緒に遊ぶ中で、考えたり試したり工夫したりする経験が十分できるようにしま

す。

⑤ 自分の思いを表現する

友達と互いに表現し合いながら、歌や動き、描画、言葉などさまざまな表現をすること

のおもしろさを感じることができるようにします。

⑥ 協同して遊ぶ

５歳児の１月～３月頃には、小学校での生活に配慮して、クラスの友達やグループの友

達と同じ目的や挑戦的な課題に向かい工夫したり、協力したりする活動を意図的に取り入

れるようにします。

（３）人間関係についての配慮

① 友達と共に生活する充実感を味わわせる

親しい友達と考えを出し合いながら遊びを進め、一緒に心を通わせたり、やり遂げたり

する経験を積み、人間関係を深められるようにします。

さらに、友達と共に生活する中で、互いのよさを分かり合い、信頼関係を十分築けるよ

うにします。

② 保育所、幼稚園、認定こども園と小学校との交流

就学時健康診断でかかわる高学年の児童や、生活科・総合的な学習の時間で、低学年・
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中学年の児童と積極的に交流を図り、自分の成長に見通しと期待をもち、小学生に対する

あこがれの気持ちが高まるようにします。

③ 地域との交流

行事などを通して、年少児や地域の人々とかかわる機会を設け、いろいろな人に親しみ

をもてるようにします。

（４）家庭や小学校との連携

① 自分のことは自分でする

小学校から配付される「もうすぐ１年生」などの資料を活用しながら、家庭と連携を図

り、子どもの育ちについての課題や今後の見通し、そのために必要な取組を共有します。

また、就学前には、基本的な生活習慣を身に付け、自分のことは自分でできるように、

家庭との連携をさらに密にし、子どもの育ちを確かめます。

② 生活に必要な活動を自分でする。

家庭と連携を図り、「家の仕事を任せる」など自己肯定感を味わわせる経験を積み重ねま

す。

③ 保護者や小学校との連携

保護者会や個人面談などで、保護者に小学校までの生活の見通しを伝えます。保護者の

不安に対しては、小学校と連絡を取り合って対応できるように園の体制を整えます。

（５）きまりへの適応と安全への配慮

① 規範意識を高める

友達と生活する中で、共同で使うものを大切にすることや、順番を守るなど、きまりを

守ると友達と楽しく過ごせる体験を積み重ね、きまりやルールの必要性や大切さなどを感

じて身に付けられるようにします。

② 安全に気を付けて行動する

遠足などで公共の施設を積極的に利用したり、交通のルールを守って歩いたりすること

で、公共の場での行動の仕方を知らせます。

（６）小学校生活に向けての配慮

① 小学校の施設に慣れる

園外保育の際、連携先の小学校にトイレ休憩で立ち寄ったり、交流の際、積極的に小学

校に出かけたりするなど、主体的に小学校に関わるようにします。

また、学校見学や学校体験を通して、小学校の施設や生活の様子を知り、入学への期待

と自覚をもてるようにします。

② 保幼小情報交換会を行う

幼児期における指導の経過をまとめ、小学校へ確実に引き継ぎます。相互に授業を参観

し合ったり、合同で交流活動や合同研修を行ったりして、相互の教育・保育で大事にして

いる目標や指導方法等について話し合います。その際、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」の視点を共有しながら進めるようにします。
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（１）校長、園長、連携担当者同士など、教職員間の交流から始めます。

（２）年間行事計画の交換（学校だより、園だより等）を通して交流計画を立てます。

（３）授業や園生活など、互いの取組を参観することで、共通理解を図ります。小学校において

は、子ども同士の交流を生活科の中に位置付けて実施することもできます。

（４）入学前の連絡協議会等で、子どもがどんな点に不安や戸惑いを感じるのかを把握します。

（５）保育所、幼稚園、認定こども園がそれぞれ作成するカリキュラムに若干の違いがあるかも

しれませんが、作成を通して話合いの場をもちながら進めていきます。

（６）連携・交流の実践に当たり、作成資料や当日撮影した写真などは、園や学校で保管し、次

年度に活用できるようにします。

（７）PDCAのマネジメントサイクルに基づき、教育や保育の質の向上につなげます。

（８）保護者に対しては、園での成長の様子を具体的に伝え、親子ともに小学校入学に期待がも

てるように支援します。

５ アプローチカリキュラム実施上の留意点
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６ アプローチカリキュラムの例
２
月

１
月

３
月

◆
正
月
を
家
族
で
過
ご
し
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
保
育
者

や
友
達
に
互
い
に
話
し
、
共
通
の
話
題
で
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
る
。

◆
友
達
と
一
緒
に
必
要
な
き
ま
り
を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
、
友
達
同
士
で

教
え
合
う
な
ど
し
て
そ
の
き
ま
り
を
守
っ
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
。

◆
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
一
緒
に
活
動
し
、
力
を
合
わ
せ
て
や
り
遂
げ
る
喜
び

を
味
わ
え
る
よ
う
な
生
活
の
中
で
、
ク
ラ
ス
全
体
と
し
て
の
意
識
が
高
ま

る
。

子
ど
も
の
姿

ね
ら
い

幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
姿

（
１
０
の
姿
）

小
学
校
に
向
け
て

の
配
慮
や
工
夫

①
健
康
な
心
と
体
　
②
自
立
心
　
③
協
同
性
　
④
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え
　
⑤
社
会
生
活
と
の
関
わ
り
　
⑥
思
考
力
の
芽
生
え
　
⑦
自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重
　
⑧
数
量
や
図
形
、

標
識
や
文
字
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚
　
⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
　
⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現

気
に
な
る
子
へ
の

対
応

小
学
校
と
の
連
携

家
庭
と
の
連
携

評
価
反
省
の
視
点

（
略
）
※
個
別
の
配
慮
を
記
入

（
略
）
※
個
別
の
配
慮
を
記
入

（
略
）
※
個
別
の
配
慮
を
記
入

◆
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
に
伴
い
、
必
要
に
応

じ
て
小
学
校
と
情
報
交
換
を
す
る
。

◆
小
学
校
と
の
交
流
会
の
計
画
を
綿
密
に
行
い
、
子
ど
も
が
不
安
な
く
交

流
会
に
参
加
し
て
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
、
小
学
校
入
学
へ
の
期
待
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

◆
同
じ
目
的
を
も
っ
て
活
動
を
主
体
的
に
進
め
て
い
く
。

◆
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
自
分
た
ち
で
や
り
遂

げ
た
達
成
の
喜
び
を
味
わ
う
。

◆
身
近
な
事
象
を
見
た
り
、
考
え
た
り
し
て
遊
び
に
取
り
入

れ
る
中
、
文
字
な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
。

◆
見
通
し
を
も
っ
て
生
活
や
遊
び
を
進
め
て
い
く
充
実
感
を
味
わ
う
。

◆
自
分
な
り
の
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
み
な
が
ら
、
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
友
達
と
話
し
合
っ
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
、
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
。

◆
互
い
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
い
、
仲
間
と
し
て
の
信
頼
感
を
高
め

る
。

◆
小
学
校
入
学
を
喜
び
、
自
分
の
成
長
に
自
信
と
自
覚
を
も
つ
と
と
も

に
、
身
近
な
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
。

◆
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
習

慣
が
確
立
す
る
。

※
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
欄
の
文
末
の
（
　
　
）
内
の
数
字
は
、
以
下
の
１
０
項
目
の
番
号
を
表
し
て
い
ま
す
・

◆
戸
外
で
十
分
身
体
を
動
か
し
、
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
身

体
が
温
ま
る
こ
と
を
体
験
す
る
。
（
①
）

◆
友
達
と
積
極
的
に
運
動
に
取
り
組
み
、
競
い
合
う
楽
し
さ

や
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
（
②
）

◆
自
分
達
で
考
え
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
友
達
と
遊
ぶ
。

（
④
）

◆
自
然
現
象
や
身
近
な
環
境
に
自
ら
か
か
わ
り
、
発
見
し
た

り
楽
し
ん
だ
り
、
考
え
た
り
試
し
た
り
遊
ぶ
。
（
⑥
・
⑦
）

◆
冬
の
霜
柱
な
ど
、
冬
の
自
然
現
象
に
興
味
・
関
心
を
も

ち
、
友
達
と
様
々
な
こ
と
を
試
し
た
り
、
気
付
い
た
こ
と
を

伝
え
合
っ
た
り
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
、
か
る
た
な
ど
身
近
な
数

量
や
文
字
に
興
味
、
関
心
を
も
ち
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ

る
。
（
①
）

◆
困
っ
た
時
は
、
自
分
か
ら
先
生
や
友
達
に
話
し
た
り
、
お

願
い
し
た
い
こ
と
を
依
頼
し
た
り
し
て
解
決
し
よ
う
と
す

る
。
（
⑨
）

◆
正
月
遊
び
や
印
象
に
残
っ
た
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
絵
で
表

現
す
る
。
（
⑩
）

◆
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
風
邪
の
予
防
の
た
め
の
習
慣
が
身
に
付
い
て

き
て
い
る
。
（
①
）

◆
時
計
を
見
て
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
、
見
通
し
を
も
っ
て
場
や
状
況
に

合
っ
た
行
動
を
す
る
。
（
①
・
②
）

◆
友
達
の
よ
さ
や
得
意
な
面
に
気
付
き
、
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

遊
ぼ
う
と
す
る
。
（
③
）

◆
話
を
し
て
る
人
に
気
持
ち
を
向
け
て
、
関
心
を
も
っ
て
最
後
ま
で
聞

く
。
（
④
）

◆
小
学
校
と
の
交
流
体
験
を
通
じ
て
、
入
学
の
期
待
を
も
つ
。
（
⑤
）

◆
冬
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
遊
ん
だ
り
、

動
植
物
の
様
子
か
ら
春
の
訪
れ
に
気
付
い
た
り
す
る
。
（
⑦
）

◆
様
々
な
物
を
比
べ
た
り
、
並
べ
た
り
し
な
が
ら
、
大
小
、
軽
量
、
長
短

な
ど
特
徴
に
気
付
い
た
り
、
形
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
構
成
し
た
り
す

る
。
（
⑧
）

◆
友
達
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
気
付
き
、
相
手
の
よ
さ
を
確
か
め
る
。
（
⑨
）

◆
友
達
と
一
緒
に
共
通
の
目
的
を
も
ち
、
遊
び
の
場
を
作
っ
た
り
、
必
要

な
物
を
工
夫
し
て
作
っ
た
り
す
る
。
（
⑩
）

◆
自
分
達
で
材
料
を
準
備
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
し
て
取
り
組
ん
だ
り
す

る
姿
を
十
分
認
め
、
自
由
な
発
想
で
の
び
や
か
に
取
り
組
む
こ
と
を
楽
し

め
る
よ
う
に
す
る
。
（
⑩
）

◆
健
康
な
生
活
に
興
味
を
も
ち
、
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
リ
ズ
ム
を
身
に

付
け
る
。
（
ハ
ン
カ
チ
の
使
用
、
午
睡
な
し
で
の
生
活
へ
の
切
り
替
え
）

（
①
）

◆
行
事
や
経
験
を
通
し
て
、
伝
統
的
な
文
化
や
食
に
関
心
を
も
つ
。

（
②
）

◆
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
自
然
や
生
き
物
の
変
化
に
気
付
く
。
（
⑦
）

◆
園
生
活
の
き
ま
り
を
守
り
自
分
で
状
況
に
応
じ
て
行
動
し
よ
う
と
す

る
。
（
④
）

◆
修
了
時
に
向
け
、
自
分
の
す
べ
き
こ
と
が
分
か
り
、
意
欲
を
も
っ
て
練

習
な
ど
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。
（
④
）

◆
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
表
現
す
る
。

（
⑥
）

◆
日
常
生
活
に
必
要
な
文
字
や
数
字
、
標
識
な
ど
に
興
味
・
関
心
を
も

ち
、
遊
び
の
中
に
進
ん
で
使
お
う
と
す
る
。
（
⑧
）

◆
友
達
と
共
有
し
た
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
言
葉
で
伝
え
る
。

（
⑨
）

◆
大
勢
の
人
と
目
的
を
共
有
し
、
保
育
者
や
友
達
と
相
談
し
な
が
ら
も
見

通
し
を
も
っ
て
進
め
る
。
（
⑨
）

◆
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
小
学
校
入
学
前
に
育
て
て
お
き
た

い
こ
と
と
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
あ
い
さ
つ
、
着
替

え
、
ト
イ
レ
、
ハ
ン
カ
チ
持
参
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
園
で
の

生
活
習
慣
と
小
学
校
の
生
活
と
の
違
い
も
知
る
よ
う
に
す

る
。

◆
「
あ
と
何
分
で
○
時
に
な
る
よ
」
と
、
事
前
に
声
を
か
け
る
こ
と
で
、

遊
び
や
片
付
け
の
見
通
し
を
も
ち
、
主
体
的
に
行
動
す
る
姿
に
つ
な
げ
て

い
く
。

◆
文
字
や
絵
で
示
し
た
「
持
ち
物
カ
ー
ド
」
を
用
意
す
る
。

◆
言
葉
を
通
じ
て
意
思
表
示
を
し
て
い
く
体
験
や
相
手
の
話
を
聞
い
て
分

か
り
合
っ
て
い
く
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

◆
休
み
明
け
も
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
登
園
で
き
た
か
、

ま
た
、
心
身
共
に
安
定
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
か
。

◆
友
達
と
の
意
見
の
違
い
や
、
ど
う
す
れ
ば
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
か
を
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
た
り
、
折
り
合

い
を
つ
け
解
決
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
か
。

◆
一
人
ひ
と
り
が
、
生
活
の
仕
方
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
意
味
が
分
か

り
見
道
し
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
自
分
な
り
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
、
ま

た
、
保
育
者
は
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る
意
欲

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な
関
わ
り
が
で
き
た
か
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
園
生
活
を
振
り
返
り
、
成
長
を
喜
び
、
就

学
へ
の
自
信
に
つ
な
が
る
よ
う
な
関
わ
り
が
で
き
た
か
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
や
感
動
を
受
け
止
め
、
共
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
。

◆
友
達
と
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

援
助
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

◆
幼
児
期
に
お
け
る
指
導
経
過
を
指
導
要
録
に
ま
と
め
、
小
学
校
に
引
継

ぐ
。
小
学
校
と
共
有
し
、
子
ど
も
の
育
ち
を
確
か
め
る
。

◆
休
み
中
の
様
子
を
聞
い
た
り
、
園
で
の
様
子
を
伝
え
た
り

し
な
が
ら
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
る
。

◆
就
学
に
向
け
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
に
対
し
て
は
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
点
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
不
安
な
思
い
を
寄
り
添
い

な
が
ら
具
体
的
な
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

◆
子
ど
も
の
育
ち
や
就
学
に
向
け
て
心
配
な
点
な
ど
、
保
護
者
一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
に
も
寄
り
添
う
よ
う
に
心
が
け
る
。
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７ アプローチカリキュラムのマネジメント（ＰＤＣＡ）

１ 園内組織を立ち上げます。

（園長・全職員が参加します）

２ 指導計画を立てる際に、教育目標・ね

らいや内容を具体的に書き、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を意

識しながら実践計画に活かされるよ

うにします。

３ 就学時健康診断で、気になる園児を伝

達しておきます。

計画 Plan【１０月～１２月】

１ ５歳児後半の姿が、基本的な生活習

慣やルール、環境の構成など見通し

をもった学びになるようにします。

２ 学校生活に向け、子どもたちが段差

なくスムーズに移行できるような指

導を工夫していきます。

３ 指導が後戻りにならないように、就

学前までにできるようになっている

ことを小学校に伝え、次のステップ

に繋げていくようにします。

実施 Do 【１月～３月】

１ 指導計画の中のねらいや幼児期の姿

としての１０項目が、子どもの育ちを

どう捉えて、どの部分に当てはまる

か、子どもの様子を共有しながら意見

交換をしていきます。

２ 日々の記録、写真や動画などにより、

資料教材となることで、幼児の発達の

状態が分かり、検証・改善に生かすこ

とができます。

３ 指導要録に記載されている子どもの

実態を共有しておきます。

評価 Check 【３月末～４月】

１ 保幼小の教職員がお互いの教育につ

いて、改めて共通理解をしながら話を

聞いたり説明し合ったりします。

（単元・５領域・環境構成）

２ 職員が授業参観をすることで、児童の

実態を知ることができ、相互の指導の

在り方の違いを具体的に話すことが

できます。

〔留意点〕

・合同研修を行い、接続に向けて意識を高

め、十分な意見交換の時間をもつように

します。

改善 Action 【５月～８月】


